
 

 

 

 

 

 
 

  

 

写真上:ションダニ病院の救急外来 

写真左：ションダニ病院正門  （2020 年１月） 

June 2024 No.154 

Milon 
（特活）バングラデシュと手をつなぐ会 会報誌 

 

ションダニ病院の自立に向けた 

展開を考える 



代表あいさつ 

現地パートナーと新たな段階へ ～自立とは何か～ 
バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂 保喜 

 
5 月 19 日に 2024 年度の総会が開かれました。久しぶりの対面での総会、オンライン参加

の会員も含めて、熱心な討議が行われ、議案は全て承認されました。皆様のご参加、ご協力

ありがとうございました。 

手をつなぐ会の発足 1989 年から 35 年、2004 年 NPO 法人化から 20 年になりました。

1995 年ションダニ病院（当時は母子保健センター）開設から 30 年、看護学校も 2017 年に開校して早くも 7

年になりました。 

この 30 年余りの間に、バングラデシュの国の姿も大きく変わりました。経済的には大きな発展を遂げ、2026 年

には後発開発途上国*を脱すると見られています。「ここには、医療がない！」と感じた訪問当初、ビレッジ・ドクタ

ー（裸足の医者）と話し合いながら、年に１回バングラデシュに通い、できることを探そうとやってきました。困難も

たくさんありました。・・・資金の問題、文化や考え方のずれ、政治紛争に巻き込まれたことも・・・ 

コロナ禍で現地訪問ができない間に、オンラインでの交流が進みました。忌憚のない意見交換もできたと思いま

す。 

今、私たちが考えるべきことは、「自立」ということではないかと思います。当初から私たちは、現地 NGO パートナ

ー、ションダニ・ションスタの自立、現地の人々の自立、を求めて活動し、支援してきました。ここで、総会の時にも

示したグラフをご覧ください（次ページ）。国の保健衛生の指標とされる「５歳未満幼児死亡率」と「平均寿命」

の変化を表したグラフです。著明な改善が見られます。もちろんこの背景には国全体の経済的な発展、教育の普

及と質の向上、公衆衛生（パブリックヘルス）の発展、などがあります。一方で、都市部の発展に比べて、農村部

の発展はかなり遅れており、その格差が大きくなっているような感じがして、気になります。 

今、私たちが考えるべきことは何でしょうか？（⇨次ページに続きます。） 
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（「代表あいさつ」からの続き） 
私は今、これまでの“援助”の考え方、あり方を見直す
べきと思っています。もちろん私たちはこれまでも、ショ
ンダニ(あるいはバングラデシュ現地)と我々が対等の
パートナーとして協力し合うことをモットーに掲げてき
ました。小学校、病院、看護学校が完成し、稼働するよ
うになった今、どのような関係を築いていくべきかを、こ
れまでの活動を振り返りながら、これからのことを共に
考えたいと思っています。 

図(出展：世界銀行)のように、乳幼児の死亡率は著明
に減少し、平均寿命も 70 歳を越えるようになりまし
た。国全体が豊かになってきたことは事実で、これは喜
ばしいことですが、都市と農村の貧富の格差は広がっ
ているように見えます。 
 
そのような時代の変化の中で、「自立」とは何かを考
えたいと思います。 
4 月 15 日ションダニ主要メンバーと当会理事・事務
局スタッフ間でオンライン交流会が行われました。ショ
ンダニからは、ザフォル事務局⻑、看護学校校⻑、ショ
ンダニ病院医師(その後退職)、などが参加しました。
私はこの交流会で、「がっかりした」と言いました。現
地からの話は、病院の自立のためには、レントゲン機
械、検査機器が必要、といった要望ばかりが出てきま
した。20 年前の話し合いの幻影がよみがえってくるよ
うでした。 
この時代の変化と、手をつなぐ会の(厳しい)現状の中
で、ションダニ病院自体の役割転換も考えなければな
らないのではないでしょうか。 
 

私は以下の提案をしました。 
 
1)現地での他の NGOモデルを参考にできないか? 
2)国や自治体からの公的な支援、助成を求められな
いか? 
3)⺠間の財団や、外国からの助成はどうか? 
4)都会の病院や大学病院との連携を模索してはどう
か?(医師同士、あるいは NGOからの働きかけは?) 
 
ぜひ会員や支援者の皆さんとの話し合いの機会を持
ち、皆さんからのご意見をうかがいたいと思っていま
す。 
今期もどうぞよろしくお願いいたします。 
※ションダニ病院については P3,P7 も御覧ください。 
(二ノ坂保喜) 
 

*後発開発途上国（LDC） 

下記基準に当てはまる国が LDC と認定される。 

（1）一人あたり国民総所得（3 年間平均）：1,088 米ドル

以下 

（2）HAI（Human Assets Index）：60 以下 

5 歳以下の乳幼児死亡率、母体死亡率、発育阻害の蔓延

度、中等教育就学率、成人識字率、中等教育におけるジェ

ンダー平等度を指標化したもの。 

（3）EVI（Economic Vulnerability Index）：36 以上 

GDP(国内総生産)に占める農林水産業の割合、地理的

制約、商品輸出の集中度、財及びサービス輸出の不安定

性、低標高沿岸地帯に住む人口の割合、乾燥地に住む人

口の割合、農産物の生産不安定性、自然災害における被

害の大きさを指標化したもの。 

 

◆カラムディ村だより 
 

ラフマン・モクレスール 
手をつなぐ会副代表 
 

１．地球温暖化の影響* 

今年、全般的に気温が高く、40℃をこすことも有りま

す。特に農民は暑すぎて屋外での作業ができず、仕事

にかなり影響が出ています。雨量が少なく、地下水をく

み上げ農作物に水やりしています。果物にも影響が出

ており、特にマンゴ、ライチ、ジャックフルーツなどの生

産が減少しています。 

最近になって気温が下がり始めましたが、バングラデ

シュはもともと暑いので、朝早く作業を開始し、熱中症

を避けるために 12 時前後に作業を終了するのが普

通です。 
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*地球温暖化の影響：２０２３年バングラデシュのデング熱

死者が過去最多、気候変動が影響 

[ダッカ 2023.11.１４  ロイター]  バングラデシュは、気候
変動による気温上昇と雨期の長期化がデング熱を媒介す

る蚊にとって理想的な繁殖状況をもたらし、過去最悪のデ

ング熱の発生と格闘している。 
２０２３年のデング熱による死者は 11 月１２日時点で１４７

６人、感染者は２９万１８３２人に上った。死者は昨年の２８１

人を５倍以上も上回っており、当局が記録を取り始めた２０
００年以降最多。各病院は患者の対応に追われている。 
 

２．メヘルプール県内に国立大学建設着工 

バングラデシュ独立後にメヘルプール県民は大学設

立を望んできてました。独立後 50 年過ぎてやっと今

年５３番目の国立大学として、建設が実現されること

になりました。 

建設地はメヘルプール県庁所在地から約 2キロ離れ

た所でションダニ独自の学校新設計画予定地の反対

側にあります。 

 

３．ションダニ病院 

・新任医師 

Dr.Toukik Ahmed 医師が 5 月 2 日に着

任しました。Dr.Ahmed は NGO（TMSS*）

運営の医療大学で勉強し、カラムディ村近くの別の

NGOで働いていました。その NGOに掛け合い、Dr. 

Ahmed に勤務してもらうようになりました。彼は既婚

者で病院内の宿舎に住んでいます。 

ションダニ病院関係者のコメントですが、Ahmed 医師

は仕事に熱心で、病院運営も熟知しているようです。

ションダニ病院で働き始めたばかりですので、彼につ

いての勤務評価はまだできませんが、病院への貢献を

期待しています。 

約２年半勤務した Dr.Nur Alamshah(ヌール医師）

は、家庭の事情で今年 4 月末に退職されました。 
 

*TMSS（Thengamara Mohila Sabuji Sangha、テンガ

マラ婦人協会）：主に女性と家族の生活向上を通じた貧困

撲滅、社会経済開発を目的にバングラデシュ北部の街ボ

グラで 1980 年に設立されて以来、バングラデシュ全土で

60 以上に上る様々なプロジェクトを活発に実施している団

体です。1980～90 年代のBRAC(バングラデシュの世界

最大の開発NGO)のような勢いのある現地NGOです。 

 

・他の NGO団体との連携 

約 25 年前にサテライトクリニック制度が始まり、成果

が有りましたが、様々な問題があり、中断した経緯が

あります。 

カラムディ村近くで Hunger Project*という NGO

団体の事務所があり、最近、若者たちにいろいろ研修

をしています。その団体メンバーの一人がションダニと

一緒に活動をすることになりました。 

約３週間前にこの活動は始まったばかりですが、成果

を楽しみにしています。2024 年 5 月 26日にション

ダニ病院で若者たちの集まりを企画してます。 
*Hunger Project：1991 年に設立されたバングラデシ

ュのハンガープロジェクトは、国内最大級のボランティアベ

ースのNGOです。 

この団体は自立、男女平等、人間の尊厳、持続可能性、ボ

ランティア活動の拡大、地域のリーダーシップ確立などを目

標に掲げています。地元で選出されたリーダーやコミュニテ

ィのメンバーと協力して、持続可能で包括的なコミュニティ

主導の開発を目指しています。 

 

3．ションダニ看護学校 

今年も学生 50人（定員：女性４０，男性 10）が入学

しました。入学手続きは男性は１日、女性には 3日間

を要しました。 

入学手続き終了後にオリエンテーションがあり、保護

者も同席し、これからのカリキュラム等について情報を

共有しました。 

 

4．ションダニスクール(小中高一貫校 在学生

数:1,801 人、教職員数:56 人) 

メヘルプール県内では、ションダニスクールは学業だ

けでなく、その他の分野でも高い評価(今年度の受賞

数:ガンニ郡 41 個、メヘルプール県 36 個)を得てい

ます。 

学業においては 10 年生

の Tashdid Ahｓan さん

は国内全体で 4番、Ｎａｊｍ

ｕｓ Ｓａｌｅｈｉｎさんは 8番に

なりました。県レベルでは、

毎年 100人以上が成績

上位者です。このような状

況をこれからも維持するこ

とが教職員や学生たちの

目標です。 

高校卒業後は一流大学へ入学が多くなってきており、

医学部に進学する学生も少なくありません。 
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■12/17 バングラデシュと手をつなぐ 
オカリナチャリティーコンサート 

遙か彼方のバングラデシュの人々に思いを寄せて 
オカリナグループ「めーぷる」 北村 美佐子 
 

スゥーッと大きく息を吸い、呼吸を整えます。
胸元のオカリナをゆっくりと口に近づけ、静か
に演奏が始まりました。出だしの音はそろって
います。二部に分かれた後も安定したハーモ

ニーが心地よく耳に響き、会場に広がっていきました。 
２曲目は軽快なギターのイントロから始まり、私たちも
アップテンポに乗ってリズミカルな演奏を楽しみます。
自然に体も動き出し、会場からは手拍子がおこって、こ
の一体感がたまりません。 

今、私はオカリナで繋がった仲間たちと３００余名の観
客の皆様を前に、まばゆいばかりのライトを浴びて気
持ち良く音を奏でているのです。「心そろえて音をそろ
えて」「心一つに音を一つに」を合い言葉に練習を重
ね、今日の日を迎えました。 

演奏会当日
は、会場ホール
での「バングラ
デシュと手をつ
なぐ会」の展示

物との出会いがありました。今回のコンサートはチャリ
ティー活動の一環です。集まってくださった皆様の優し
さが会場いっぱいにみなぎってました。外は雪がちらつ

く寒い日でしたが、ここには暖かい風が吹いているよう
な気がしました。 

「バングラデシュ」という国
名は知っています。しかしそ
の国がどこに位置するの
か地図上ですぐに見つけ
ることもできず、ましてやそ

の現状を知ることもなく、漠然とした自分の認識不足
を先ずは恥じました。 
今、世界はたくさんの深刻な問題を抱えて回っていま
す。紛争や戦争、貧困、環境、教育、ジェンダー・・・・。悲
惨な現実や不条理をメディアを通じて知ることはあっ
ても、自分の中からこうした国際的な現実に意識的に
触れていくことは、日常生活の中では私にとってほど
遠いところにあるものでした。 
バングラデシュが抱える問題は特に深刻で、これまで
世界各地からたくさんの支援の手が差し伸べられて
いたそうです。 

二ノ坂先生の講演の中で知った「手をつなぐ会」の支
援活動の内容とそれを支える人達の熱い思い、人とし
ての優しいまなざし。そしてその先にある子どもたちの
弾けんばかりの笑顔に命の輝きを見ることができまし
た。「知らなかった」ことから「知った」ことへの一歩を
踏み出した思いでした。 
本当に小さな小さな一歩ではありますが、このイベント

に参加させていただいた
からこそ、原麻由子先生が
私たちの背中を押してくだ
さったからこその大きな一
歩ともいえます。 

 
 

イベント報告 2023 年 12 月～2024 年 5 月 
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今回のオカリナコンサート
のテーマは「音楽で巡る世
界の旅」。 
音楽は国境も言葉も宗教
もすべてを乗り越えて人々
の心に響き、魂をも揺るが

す不思議な力を持っています。オカリナが繋げてくれた
バングラデシュ。この支援の輪が暖かい人々の手をつ
なぐことで更に大きな輪となって広がっていきますよう
に。 
この同じ空の下、未来への希望を持って発展の道を歩
み続ける、遙か彼方のバングラデシュの人々に思いを
寄せて。 

 
*『バングラデシュと手をつなぐ オカリナチャリティーコンサ

ート』： 2023 年 12 月 17日佐賀市のアバンセホールで 

Shana さんと佐賀のオカリナグループ企画で開催され、収

益すべてが手をつなぐ会へ寄付されました。 

1 部：オカリナ＆ギターコンサート「音楽で巡る世界の旅」 

２部：講演「共に生きることを考える」～バングラデシュと手

をつなぐ会活動３０年を通じて～ 二ノ坂保喜 

 

 

■1/21 南福寺バザー 
南福寺からいただいた福 

手をつなぐ会会員 蒲地 純 
 
1 月２１日(日)の天気は曇りで少し雨がぱ
らついていました。久しぶりの会のイベント

参加に心をはずませながら、息子と手をつないで初め
ての南福寺*バザーです。 
子育て中心の生活にコロナも重なり会の活動にはす
っかり遠ざかっていましたが、今年こそは何か少しでも
動いて皆さんに会いに行けたらという思いでした。南
福寺の皆様も会の皆様もあたたかく受け入れてくれ
て、幸せな一時を過ごすことができました。 
南福寺では星祭りが開かれており、お弁当やしょうが

湯、豆まきで紅白のお
餅やお菓子などをいた
だき、また福引をしてぜ
んざいまでふるまわれ
るという沢山の福をい

ただきました。息子もこどものくじ引きをして、お菓子を
もらって嬉しそうでした。 
 1 月に南福寺へ行き、こんなに幸福をいただけるなん
て思いがけないことでした。まだ自分の子どもが小さ
いため、目の前にある課題でいっぱいになってしまう
自分を何とか励ましながら日々を過ごしていたので、

会の皆さんと話して交
流できたことは貴重な
時間でした。南福寺で
は能登半島地震の募

金をしていましたの、南福寺からいただいた福を込め
て募金しました。 
バングラデシュの民芸品や紅茶もたくさんの方が購入
してくれました。生まれた場所が違っていても今日一日
を懸命に生きていることはみなさん変わりないです。バ
ングラデシュへの思いが現地へ伝わりますように！ 
 
*南福寺： 高野山真言宗「南福寺」(福岡市中央区)は毎

年１月に星祭り(厄払い節分祭)を開催しています。 
 

 

■1/28 バングラデシュ料理教室 
ドンノバード(ありがとう)で満ち溢れた料理教室 

濱 知子 
 
2020 年、初めて息子と手をつなぐ会
のバングラデシュ料理教室に足を運び

ました。そこで初めて挑戦したバングラデシュのチキン
カレーは、日本のカレーとは異なる味わいに感動しまし
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た。その感動は今でも続き、レシピを手に取りながら自
宅でバングラデシュのチキンカレーを楽しんでいます。
我が家の定番メニューの一つとなりました。 
 
今回で三回目の参加となる料理教室。初めてのメニュ
ーにワクワクしながら参加しました。メニューはチョト

ポティ、チキンパイ、チャです。講
師のヌレンさん*の丁寧な説明の
もと、グループで協力して調理を
開始しました。チョトポティはバン
グラデシュの有名なストリートフ

ードで、豆とジャガイモをスパイスで調理します。豆
とジャガイモにスパイスを加え、お好みでゆで卵、玉ね
ぎ、キュウリ、タマリンドソースをトッピングして楽しむ料
理です。ヌレンさんのサポートもあり、あっという間に完
成。タマリンドソースをかけると味が一層深まり、その
美味しさに感動しました。 

 
次に取り組んだのはチキン
パイ。玉ねぎと鶏ひき肉を
炒め、スパイス、牛乳、生ク
リームを加えて具を作りま
す。香り高いスパイスが広

がり、グループ全体が笑顔に包まれました。息子は料
理上手な女性からパイの包み方を学び、真剣な表情
で様々な形に包み込んでいました。このチキンパイは

おやつや朝食にぴったり
で、自宅でも子どもと一
緒に楽しんで作りました。 
 
最後に挑戦したのはチャ。
バングラデシュの伝統的

な紅茶で、ティーパックを破って茶葉を牛乳に入れて
煮詰めました。これは日本ではなかなか見られない作
り方で、驚きと興味が湧きました。今回は砂糖の量は
控えめでしたが、バングラデシュの本場では更に甘い
ことも知りました。本場のチャを飲んでみたいと思う一
方で、この日の楽しいひと時を心に刻みました。 
 

料理を楽しみながら、ヌレ
ンさんからバングラデシュ
の文化や料理について学
びました。バングラデシュ
料理の特徴は、強い味と

濃い味付けで、米が主食で魚や野菜、豆が副菜として
使用されること。多彩なカレーの種類も魅力的でした。
バングラデシュ語も学び、「オネークモジャ」が「美味し
い」、「ジャール」が「辛い」など、いくつかの言葉を覚
えました。中でも最も好きなのは「ドンノバード」で、

「ありがとう」という意味で、心に残る言葉となりまし
た。 
この料理教室に参加できたこと、準備をしてくださった
手をつなぐ会の皆様、講師のヌレンさんに心から感謝
いたします。ドンノバード! 

 
*講師アベディン ヌレンさん略歴 

九州大学システム情報科学研究院（ISEE）で
交通学を専門とし所属、アジア・オセアニア研究

教育機構でも学術研究員として所属。ユヌス＆椎木ソーシ

ャルビジネス研究センターで学術研究員として勤め、現在
に至る。 

 
 
■3/17 在宅ホスピスフェスタ 
『在宅ホスピスフェスタ 2024』に出展して 

事務局 野田 景子 
 

3 月 17 日（日）アクロス福岡にて、『在宅ホ

スピスフェスタ 2024』が開催され、当会もブース出展

し、会の紹介および募金の呼びかけを行いました。 

 

フェスタでは、オープニングでシャナさんのオカリナコ

ンサートがあり、その澄んだ音色に皆さん感動した様

子でした。午前は、コロナで面会制限が厳しい中、グ

ループホームで家族とともに看取った関係者からの事

例紹介が、午後は、独居で在宅療養されている方の

訪問ボランティアをされた『在宅ホスピスボランティア

手と手』の報告がありました。当会は毎年ブース出展

だけの参加ですが、足を留めてしっかりと見てくださる

方々がおられ感謝しています。 
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皆さんも一度足を運んでみませんか。特に在宅介護を

考えている方には、とてもためになるイベントだと思い

ます。 

 

 

■4/26 九州地域 NGO 活動助成金報告会 
事務局 山田 英行 

 
昨年 11 月に実施した当会の「多文化共生

のためのイスラム教徒理解向上
プログラム」事業が本助成事業
*に採択され、モスク体験ツアー
等を開催しました。 
 
本助成金審査会は半公開方式

となっているので、各団体の様々な異なる現場での取
組みを拝聴でき、そこから学んだことを自団体の活動
に活かすことができます。 
また、バックグランドが違う審査委員の方々から頂く質
問や助言から、新たな気づきを得ることができて、プレ
ゼンテーションの能力が高まってきたと感じています。 
 

報告会の終了後
に参加した団体と
の交流の場が持
たれ、私はモンゴ
ルで子ども支援

をしてるリトルドリーム、ネパールやフィリピンで活動し
ているフレンズ国際ワークキャンプの学生、佐賀の地
球市民の会の皆さんらと楽しいひと時を持つことがで
きました。 
 
2023 年度採択団体： 
1)福岡デンマーク協会 2)リトルドリーム  3)モザンビ
ークのいのちをつなぐ会  4)バングラデシュと手をつ
なぐ会 5)子どもに能楽を勧める会 6)フレンズ国際
ワークキャンプ九州委員会 7)多文化共生サポートつ
ながる・たすかる・だいじょうぶ 8)地球市民の会 
 
*九州地域NGO活動助成金 
2014年度より宗教法人真如苑との協働事業として、主に

九州地域を拠点に活動する NGOを対象に、総額 100万

円を事業実施や組織強化を目的とした活動に助成。（一年
につき 7～8団体採用）書類審査と公開プレゼンテーショ

ンを経て決定される。助成事業の企画から申請、選考会で

のプレゼンテーション、事業の実施、振り返りに至るまでの
過程を通した助成団体の事業実施能力、運営基盤能力の

強化を狙いとしており、応募期間中の事業企画相談や応

募に関する相談にも積極的に対応している。 

■5/19 手をつなぐ会総会 
2024 年度バングラデシュと手をつなぐ会総会 

事務局 山田 英行 
5 月 19日（日）にのさ

かクリニックホール会場

と遠方の会員やバング

ラデシュとオンラインで

つなげて定期総会を開催いたしました。 

 

・活動計算書 

経常収益計                  8,394,439 円 

経常費用計                  5,797,666 円 

当期正味財産増減額     2,596,773 円 

前期繰越正味財産額   20,678,680 円 

次期繰越正味財産額   23,275,453 円 

 

・子牛プロジェクト中止 

ションダニの事業に関して、バン

グラデシュ経済発展に伴い、長

年継続されてきた「子牛プロジ

ェクト」に終止符をうつことにな

ったと報告があり、大きな環境

変化のうねりが、カラムディ村にも押し寄せてきている

のを実感させられました。 

 

・ションダニ看護学校 

2017 年に開校し、今年で 7 年目となりますが、男子

学生からの関心が高まっています。 

毎年、数人の学生は退学していますが、その理由は、

貧困による授業料未払、強制結婚、病欠などです。 

これまで 1〜4期生 151人が卒業し、129 人は在学

中です。 

課外授業として学

生は地域の住民ヒ

アリングをし、健康

に関する課題を調

査しています。また

4〜5人のグループで学校の子どもたちにも衛生指導

しています。看護学生と地域住民との間に良好な関係

ができることで、住民への理解が深まります。このよう

な関係性があれば何か問題が起こったときにはすぐ

に対処できると期待してます。 
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・ションダニ病院 

ションダニ病院の役割

は患者の治療だけでな

く、衛生教育を通じて

地域住民の健康への

意識を高めることも重

要と考えています。 

そのために近隣の学校を訪問し、学生とその家族に対

し、保健に関する情報を提供しています。特に高校生

や短大女子学生には衛生・性教育を行っています。 

2022 年度の外来患者数 979人及び収入は

941,257 タカでしたが、今年度の患者数は 1,249

人、収入は 1,211,932 タカ(1,696,704 円)に増

えました。 

相変わらずスタッフの頻繁な離職が大きな問題です。 

 

・インフォメーションセンター 

当センターには多くの

若者たちや小中学生た

ちが集まり、絵描き・読

書やスポーツ（バドミン

トン、バレーボール、ダン

スなど）をしたり、パソコ

ンの使い方を勉強しています。村人の大半の家にはパ

ソコンがなく、センターの役割は大きなものです。 

遠方の子供らがセンターを訪問することもあります。カ

ラムディ村の子どもたちと交流し、一緒に活動や勉強

したり、衛生教育も受けています。 

公立学校の生徒や教員たちより私立の学生たちの関

心が高く、数キロ離れた他校の学生との交流もありま

す。 

 

・今年度の事業計画 

これまでとほぼ変わら

ず、昨年好評だったモ

スク体験ツアー＆ムス

リムとの交流を今年も

助成事業として行う予定です。 

 

・定款改定 

今回の定款変更により、

これまで「カラムディ村及

びその周辺地域」に限定

されていた事業が、他の

地域でもできるようになりました。今後、同国で緊急な

支援が必要な際に迅速な対応ができるように第 5条

に 1項目「その他、理事会が必要と認めるバングラデ

シュ国内の事業」を追加することが承認されました。 

 

・役員改選 

最後に任期満了につき、役員改選が審

議され、辞任を希望されていた河村理事

は退任、また下記 7名が再任されまし

た。 

任期：2024 年６月～2026年５月 

二ノ坂 保喜、ラフマン・モクレスール、山城 重守、井本 

剛弘、田島 寛、冨貴田 景子、松原 弘明(監事) 

 

長い間、当会の運営に尽力されてきた河村理事に多

くの参加者からねぎらいの声がかけられました。 

 

 
 
 
◆理事退任あいさつ 
 
理事としての 10 年を振返って 

手をつなぐ会理事 河村 富美子 
 
2012 年 2 月と 8月に風を受け、バング
ラデシュ西部のメヘルプール県、インドと

の国境まで 5㎞のところにあるカラムディ村の人々に
出会う初めての旅へ。 
そして胸をときめかせ、心躍らせたションダニ病院スタ
ッフとの半年ぶりの再会！その当時はまだ様々な課題

が山積みでした。人口と消
費量、医療、教育、生活、そ
れらに関連したインフラ整
備問題など。それでもそこ
に住む人々の心の豊かさ、

温かさ・・そのような人間性と、土地にじかに触れるこ
とで「また行きたい」そのように思ってしまいます。 
2014 年に理事を拝命してからもバングラデシュへの
旅は続きます。南アジアの国、カラムディ村で既に 20
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数年にわたり、当会は教育、医療、生活向上と 3つの
柱を基本に支援活動を続けていました。バングラデシ
ュは日本より人口が多いが、日本の 50分の 1 しか
看護師がいない。「もっと勉強してたくさんの命を守り
たい！」そんな病院スタッフの思いから「辺境の村に地
域医療を学ぶ看護学校をつくろう」プロジェクトが動
き始めました。 
バングラデシュと日本の共通の夢であった看護学校
が４,5 階部分を残し開校！2017 年授業が始まりまし
た。そして、2019 年看護学校建設 5階建てが遂に
完成しました。 
 
節目節目の年にバングラデシュを訪問し看護学生と
ともにホスピス、緩和ケアのDr.Kabir と
Paramedical Staff(医療補助者)の方たちのセミナ
ーを受けたりボロブプール病院を一緒に見学したり、
ニノ坂先生の「ホスピス、緩和ケア」の講演、私の母の
「在宅介護」の様子を発表したりと貴重でかけがえの
ない時間を一緒に過ごすことができました。 

 
現在、在学中の看護学生が下記のようなことを伝えて
くれました。 
① ションダニ看護学校は最高の看護学校の一つで

す。毎年、熟練した 50 人の看護師として卒業し人
材サービスに従事しています。ションダニ看護学校
は組織としてユニークです。 

②ションダニ看護学校はすべての資源を活用すること
で熟練した看護師を育成することを期待しています。 
③ションダニ看護学校の授業料は、他の看護学校に
比べて 40％安くなっています。15 万タカ(約 20万
円)あれば卒業することができます。 
④看護師になったら、誰もが高給の仕事に就きたいと
望みます。この目的のために、看護師は地元、国内、ま
たは海外で仕事をすることができます。 
⑤私は手術室の看護師になりたいです。手術室で働
くのが大好きです。手術を受ける患者さんにサービス
を提供するのが大好きです。 
便りをくれた看護学生の今後を見守りたいと思いま
す。 
 
ションダニ看護学校という立派で安全な建物の中で
医療に対する知識や、技術を学び、女性の自立や若
者の社会進出を目指す！ 

病める患者さんの気持ちに寄り添える看護師を目指
して頑張りましょう！ 
看護学校建設プロジェクトから開校、授業、社会進出
と見届けることができた 10 年間、理事活動に関わる
ことができ本当に嬉しく思います。 
両国とともに悩み苦しみながら一歩ずつ完成に導くこ
とができた勇気と感動をありがとうございます。 
 
これからも一般会員として両国の活動に対し私のでき
る範囲でチャレンジしていきますのでどうぞよろしくお
願いいたします。 
 
 
 

◆事務局だより 
 
■助成金・寄贈プログラム 
申請案件なし 

 

■２０２４年度上半期行事予定 

６月 九州国際大学出前講座 

（NGO「国際協力実践論」講義） 

１０月 五ケ山オカリナコンサート開催 

１０月 世界ホスピス・緩和ケアデーパネル出展 

１１月 モスク体験ツアー&交流会 

 

■新会員紹介 
〔正会員〕なし 

〔賛助会員〕なし 
 

■会計報告 
事務局 末岡智子 
 

【2023 年度の主な収支】 

・正会員会費               382,000 円 

・賛助会員会費             360,000 円 

・受取寄付金               7,340,971 円 

ミロン募金(月定額)  1,745,000 円 

ちょボラ募金               300,000 円 

チャリティ・コンサート    251,331 円 

・受取助成金               100,000 円 

・受贈品売上収益          91,600 円 

・行事参加費収益          39,750 円 

・その他事業収益          80,000 円 

・人件費                 2,095,246 円 
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・家賃・光熱費            524,562 円 

・支払寄付金          2,550,002 円 

    ションダニ病院       2,000,002 円 

    ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ         300,000 円 

    ジャパニ小学校         250,000 円 

 

◆募金のご協力ありがとうございました。 

（2023 年１２月～2024 年 5 月）敬称略/順不同 

 

【ミロン募金】 3 月末現在７３名（前期より４名減） 

秋吉美千代（日本セラピューテック協会）、有松壽

美子、有吉準子、飯野孝子、碇道子、石田陽子、市

田敬子、稲永みき子、平山正明（ウエルフェアネッ

ト）、大木ひろみ、大澤友二、小川信、押野圭子、帯

田輝幸、鐘ヶ江寿美子、鐘ヶ江康子、金子貴美代、

上潟口麻里子、蒲地純、川内恵美子、神戸太郎、吉

瀬恭子、草場耕二、久保田千代美、國光登志子、倉

光剛郎、倉光東昭、古賀カツ子、五反田千代、後藤

徳子、権藤説子、酒井和幸、栄小知子、坂本悟、貞

刈賜代、貞末一廣、佐藤純子、柴田須磨子、重橋

亨、白石信子、末岡智子、末次奈保子、鈴木崇世、

瀬尾康子、関根悠紀子、副島タカ、髙嶋裕二、竹末

龍也、田島寛、多々良元、多々野須美子、立場美枝

子、谷口純子、田村賢二、塚原晃子、道本実保、特

定非営利活動法人たんがく、長野洋子、中野朝恵、

中村サワ子、ニノ坂富士子、野副美喜、野田景子、

濱田絹子、原口勝、原紀子、廣田惠津子、福間比佐

子、訪問ボランティアナースの会キャンナス湘南、細

野容子、牧瀬千里、松添仁、松田純子、三坂眞紀

子、溝上明子、牟田壽、元田晶子、安浪加余子、山

田榮香、ﾕ)けやき、ラフマン・モクレスール、訪問看護

リハビリステーションはる、和田節子 

 

【募金】 

山口龍彦、山崎麻子、曾場尾雅宏、安田ふさ代、小

森重己、大原房子、井上千恵子、渋田枝美、南原か

つ子、太田勇司、久米隆、武田正勝、深堀邦枝、内

兼久和子、岡崎万寿喜、川原由美・惇司、重橋亨、

中園久美子、峰松小百合、畠山万千、徳永仁、林田

直子、白倉容代、杉本潔、藤吉礼子、茂呂塾保育

園、山下久代、中牟田芳子、八田内科医院 八田喜

弘、吉松慶子、馬場キミ子、東島由美、井上愛子、和

田節子、満岡 聰、倉光陽大、大脇為常、今泉幸男・

ゆみ子、五十嵐雄道、岡本ツタエ、鶴田信紀、松隈

和美、越智吉郎、河村富美子、藤田瞳、カトリック仁

豊野協会、福岡友の会、平山征宏、ひらまつ病院、

伊藤美紀、森、川原千惠子、吹野正義、佐田裕一、

八木良子、シンクパートナーズ(自販機設置会社)、

Shana と佐賀のオカリナグループのみなさま 

 

【旅費カンパ】なし 

 

【その他募金】 

中原妙代、古賀カツ子 

 

【募金箱設置協力】 

にのさかクリニック、シーベスト野芥店、さわらスイミン

グ、かも川薬局野芥店、はぴね福岡野芥、なかよし眼

科、高砂園、グリーンビレッジテニスクラブ、春風薬局、

FLAP宮浦事務所、大木整形・リハビリ医院、岡村ツ

タエ、グループホームあおい、なごみの家、白熊園、赤

坂りんご、佐田裕一、安田晃一、はぴねスタッフ石橋

NS、大賀薬局野芥店、南福寺、バングラデシュ料理教

室、在宅ホスピスフェスタ 

 

 

たくさんのご協力、本当に

ありがとうございます。 

心から感謝申し上げます。 

【募金に添えられたメッセージ】 
❀皆様の尊い奉仕の心に敬服致します。              



 
 

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ 
シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域等で、1989 年から《教育》《保健医療》《生
活 向上》の分野で支援活動を行っています。 

①  教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、ションダニスクール)  
②  保健医療（ションダニ病院、ションダニ看護学校、健康教室）  
③  生活向上（インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  
 事 業 内 容 

 

  

  

●国内での活動 
 ① 総会（毎年 5 月）、理事会（毎月 1 回）よる活動方針の決定や運営  
② 会報誌『ミロン』を年 2 回、6 月・12 月に発行  
③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成  
④ バングラデシュ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催  
⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介  
 

〒814-0171 福岡市早良区野芥 6-46-7  
共同事務所「野芥フリーハウス」内  
☎092-407-7701   Fax092-407-7702  

 

email: info@tewotunagukai.com 
https://tewotunagukai.com 
https://www.facebook.com/tewotunagukai  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

 ゆうちょ銀行口座 01720-2-10442 
特定非営利活動法人 

バングラデシュと手をつなぐ会 

 
ミロン募金（バングラデシュ現地支援） 

毎月の定額振替 
お問い合わせください  

会報誌といいつつも、会員だけでなく、一般の読
者にもわかるような用語の採用、補足説明が必要
だと指摘され、改めて多様な視点からチェックし
てもらうことの大切さを気づかされました。 
バングラデシュを理解していただき、支援の輪が
広がるよう、今後ともわかりやすい読みやすい紙
面づくりに取り組みたいと決意を新たにしまし
た。 

会 報 名 
 
 

発 行 責 任 者 
 

表 紙 ・ 監 修 
編集実務担当 
校 正 担 当 

Milon 

 

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  
 

ミロン 154 号 2024 年 6 月発行 
※「ミロン」は、ひとつになる、手をつ
なぐという意味のベンガル語です。 
二ノ坂 保喜 
(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  

小畑 麻乙 
山田 英行 
野田 景子・末岡 智子 

編集後記  


